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2023 年 12 月 13 日 

「働き方に関するアンケート調査」を実施！ 
明治安田総合研究所が働き方や転職、リスキリングについて大調査！ 

株式会社明治安田総合研究所（社長 神田 智尚）は、「働き方に関するアンケート調査」を

実施しました。（この他にも、関連する最新レポートを当社ホームページに掲載しております

ので、是非ご覧ください。） 

今回のアンケート調査に関する主要ポイントは以下のとおりです。 
 

主要ポイント 
  

ご照会先 
㈱明治安田総合研究所 

経済調査部 
木村、前田、吉川 

本調査内容の引用・転載をご希望の場合は、下記までご連絡 
いただきますよう、お願いいたします。 
電 話▶03-6261-7947 F A X▶03-3511-3200 

Ｅ ﾒ ｰ ﾙ▶sa2-kimura@myri.co.jp 

ホームページﾞ▶https://www.myri.co.jp/ 

 

Ⅰ．仕事観について（詳細は P6～） 

◆仕事に対する満足度・ワークライフバランス 

 現在の仕事に満足している人は全体の約 6 割！男女別では、女性の方が満足度が高い 

 ワークライフバランスが取れていると回答した人は全体の約 7 割 

◆仕事を選ぶうえで重視すること 

 仕事を選ぶうえで重視することは、「収入」が最多で、次いで「仕事内容」、「やりがい」

が続く結果に。「やりがい」は、男性では 4 割以上の回答となっている一方、女性は 3 割

未満にとどまっており、女性は「勤務時間」や「勤務地」など勤務形態をより重視 

 20 代～40 代の女性は「子育てや介護等との両立のしやすさ」の回答割合が男性より高

く、子育てや介護等のために、やむを得ず勤務時間などを調整している可能性も 

◆目指したい年収 

 現実的に目指したい年収は、年収 500 万円以上を希望した人が全体の約 4 割！男女別に

見ると、男性は年収 1,000 万円以上を望むとの回答が約 2 割で最も多い一方、女性は

100 万円以上 200 万円未満が最も多く、男性と女性で実現したい年収に大きな差 

 

 

 

◆働き方の志向 

 昇進したい気持ちは、どの年代も男性が女性を 10pt 以上上回る 

 FIRE したいとの回答は全体の約 3 割！ 

なかでも、男性 30 代では 4 割以上で FIRE したい志向があり、他の年代よりも高い 

エコノミスト 前田和孝が 
「仕事を選ぶうえで重視すること」・「目指したい年収」について分析！ 
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 定年後も働くことを希望する人は約 4 割！仕事の満足度が高い人やワークライフバラン

スが取れている人の方が定年後も働くと回答する傾向に 

 シルバー人材の雇用確保に向けた法整備は進んでいるものの、シルバー人材の就労を促

進するためには、働く人が定年を迎える前から、仕事に対する満足度が高まっているこ

とや、快適なワークライフバランスが維持されているということも重要 

 

 

 20 代と 30 代の約半分がテレワークを希望しているものの、実施できている人は約 3

割！特に、Z 世代を中心に、タイパを重視する考えが広がるなか、人材確保には柔軟な

働き方を可能とする社内制度づくりと積極的な DX 投資も肝要に 

 キャリアアップのための取組みをしている人ほどテレワークを希望。テレワーク環境の

整備は生産性の高い人材を引き付ける手段に 

 

 

Ⅱ．年収の壁について（詳細は P18～） 

 ◆年収の壁を意識した就業調整を行なっているか 

 パート・アルバイトで働く人のうち、年収の壁を意識して就業調整を行なっている人は

約 5 割！ 

 所謂「年収 106 万円の壁」を意識して就業調整を行なうことで、将来もらえる年金額が

増加しないことや、傷病手当金・出産手当金等の受け取りができないことを知っている

人は約 6 割！ パート・アルバイトの人は、給付が手厚くなるメリットより、手取り収入

が目減りすることを敬遠 

 

 

Ⅲ．転職について（詳細は P20～） 

◆転職へのイメージ 

 転職に対するイメージをたずねると、男性は年収を、女性はチャンスの拡がりをあげる

傾向に。20～30 代中心に前向きな回答が目立つ 

◆転職意向 

 転職希望者が転職できないと思う理由では「スキル面での不安」が 36.1％で首位。雇用

の流動性が低い要因は求職者側のスキル不足と求人側のアピール不足。政府による積極

的なリスキリング支援と企業側の思い切った賃金オファーで雇用のミスマッチ解消へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコノミスト 吉川裕也が「転職」について分析！ 

エコノミスト 前田和孝が「年収の壁」について分析！ 

エコノミスト 吉川裕也が「テレワーク」について分析！ 

エコノミスト 木村彩月が「定年後の働き方」について分析！ 
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Ⅳ．スキルアップ等に向けた取組み（詳細は P25～） 

 ◆スキルアップ・自己啓発の取組み 

 スキルアップや自己啓発に取り組んでいる人は約 2 割と少数派  

 スキルアップ等に取り組めていない理由として、費用や時間の問題を理由に挙げる人が

多い一方、「新たなスキルは必要ない」という回答が少数にとどまっていることから、ス

キルアップに向けた自己研鑽が必要であるとの認識はあるものの、費用負担や時間の捻

出に難しさを感じている人が多いことを示唆 

◆リスキリング・アップスキリングなどが広がるために必要なこと 

 今後リスキリングなどの学び直しが広がるために必要なこととしては、スキルアップの

ための費用助成や給与への反映を求める声も多い 

 

エコノミスト 木村彩月が「学び直し」について分析！ 
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＜ 調 査 の 概 要 ＞ 

（１）調 査 名： 「働き方に関するアンケート調査」 

（２）調査対象： 20 歳以上 69 歳以下の男女 1,800 人 

※職業が「会社員（正社員）」、「会社員（契約社員）」、「会社員（派遣社員）」、 

「パート・アルバイト」、「公務員」と回答した人 

※回答次第で調査対象者が変動するため、回答者数は設問によって同一ではありません 

（３）調査エリア： 全国 

（４）調査時期： 2023 年 10 月 27 日（金）～ 10 月 29 日（日） 

（５）調査方法： WEB アンケート調査 

（６）回答者の内訳： 

（単位：人）              

 

 

 

 

 

 

※掲載している図表等の構成比の数値は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、個々の集計

値の合計は必ずしも 100％とならない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20代 30代 40代 50代 60代 計

男性 180 180 180 180 180 900

女性 180 180 180 180 180 900

計 360 360 360 360 360 1800
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I. 仕事観について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 仕事に対する満足度 

・現在の仕事について「満足している・計」と回答した人は 60.9％と、約６割の人が満足している

という結果でした。男女別に見ると、女性の方が満足度が高くなっています。（図表 1▶） 

 

 

 

◆ 現在の仕事について満足している人は全体の約６割 

◆ 普段の仕事でワークライフバランスが取れている人は６割以上 

◆ 仕事を選ぶうえで重視することをたずねた質問では、「収入」が最多！次いで

「仕事内容」、「やりがい」が続く。男女別に見ると、男性がやりがいをより重視

する一方、女性は働く場所や時間を重視している様子 

◆ 現実的に目指したい年収は、年収 500 万円以上を希望した人が全体の約 4 割！ 

会社員（正社員）では、年収 500 万円以上を望んでいる男性が 68.4％いる一

方、女性は 44.5％と、男性と女性で実現したい年収に開きが 

◆ 昇進したい気持ちは、どの世代でも男性が女性を 10pt 以上上回る 

◆ FIRE したいと回答した人は約 3 割！なかでも、男性 30 代では 4 割以上の人が

FIRE したい気持ちがある様子 

◆ 定年後も働くことを希望する人は約 4 割！仕事に対する満足が高い人や、ワーク

ライフバランスが取れている人の方が、定年後も働くことを希望する傾向 

◆ メンバーシップ型雇用を希望する人は、「自分の適性が分からないから」を理由

に挙げる人が最多。ジョブ型雇用を希望する人の理由としては、「１つの仕事を

長く続けたいから」が最多 

◆ 20 代・30 代の約 5 割がテレワークを希望しているなかで、実施できている人

は約 3 割！スキルアップのための取組みをしている人ほどテレワークを希望する

傾向に。40 代以降になると希望割合が減少していく傾向 

◆ テレワークのメリットをたずねると、「通勤時間がなくなった」が 1 位、「ワーク

ライフバランスが改善された」が 2 位 
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（図表 1）現在の仕事に満足しているか（単一回答） 

 

２． ワークライフバランス  

・普段の仕事でワークライフバランスが取れているかどうかたずねた質問では、「取れている・計」

が６割以上となりました。男女別に見ると、「とれている・計」の割合は女性の方が高く、7 割を超

えています。（図表 2▶） 

（図表 2）ワークライフバランスがとれているか（単一回答） 

 

 

３． 仕事を選ぶうえで重視すること  

・仕事を選ぶうえで重視することをたずねると、「収入」（64.3％）が最も多く、次いで「仕事内容」

（57.7％）、「やりがい」（36.6％）が続きます。男女別に見ると、「やりがい」は男性では 4 割以

上の回答となっている一方、女性は 3 割未満にとどまっています。そうしたなか、女性は「勤務時

間」（35.8％）、「勤務地」（29.2％）の回答割合が男性に比べそれぞれ 10pt 程度高くなっており、

やりがいよりも、勤務形態をより重視しているようです。（図表 3▶） 

・男女別かつ年代別で確認すると、女性 20 代～女性 40 代では、「子育てや介護等との両立のしや

すさ」の回答割合が高くなっています。 

 

 

（回答数） (%)

満足している・

計

満足していない・

計

1800 60.9 39.1

男性 900 58.6 41.4

女性 900 63.2 36.8

全　体

男

女

別

15.5

14.7

16.3

45.4

43.9

46.9

24.6

25.8

23.4

14.5

15.7

13.3

満足している やや満足している あまり満足していない 満足していない

（回答数） (%)
とれている・計

とれていない・

計

全　体 1800 66.4 33.6

男性 900 62.1 37.9

女性 900 70.8 29.2

22.2

20.0

24.3

44.3

42.1

46.4

24.1

26.7

21.6

9.4

11.2

7.7

とれている ややとれている あまりとれていない とれていない
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（図表 3）仕事を選ぶうえで重視すること（上位３つまで） 

 

 

４． 目指したい年収  

・現実的に目指したい年収についてたずねると、年収 500 万円以上を希望した人が全体の約 4 割で

した。男女別かつ職業別の内訳を見ると、会社員（正社員）では、年収 500 万円以上を望んでい

る男性が 68.4％いる一方、女性は 44.5％と、男性と女性で実現したい年収に開きがありました。

（図表 4▶） 

 

(回答数)

仕事内

容

収入 やりがい 専門的

な知識

や技術

が活か

せる

自分の

スキル・

能力を

伸ばせ

る

子育て

や介護

等との

両立の

しやすさ

福利厚

生

勤務時

間

勤務体

制（シ

フト勤

務等）

勤務地 社会的

評価の

高さ

会社の

規模や

安定性

その他 特に条

件はな

い

1800 57.7 64.3 36.6 13.4 10.8 9.0 13.9 31.2 11.1 24.6 2.0 6.1 0.7 18.7

男性 900 59.3 68.9 43.7 16.2 12.1 7.0 12.9 26.7 7.8 19.9 2.1 6.1 0.4 16.9

女性 900 56.1 59.7 29.4 10.7 9.4 11.0 14.9 35.8 14.3 29.2 1.9 6.1 1.0 20.4

２０代 360 50.6 60.6 32.5 18.3 16.4 11.9 16.7 24.2 11.7 16.7 2.5 3.6 0.6 33.9

３０代 360 53.9 63.1 38.6 14.2 12.5 14.7 18.1 29.2 9.7 18.3 1.1 5.8 0.8 20.0

４０代 360 59.7 69.4 36.9 11.4 7.2 11.1 11.7 31.7 10.0 27.8 1.9 7.8 1.4 11.9

５０代 360 62.2 63.6 36.1 10.0 9.2 5.0 12.5 34.4 11.1 30.0 2.2 7.8 0.3 15.6

６０代 360 62.2 64.7 38.6 13.3 8.6 2.2 10.6 36.7 12.8 30.0 2.2 5.6 0.6 11.9

男性２０代 180 54.4 61.7 38.9 22.2 16.7 10.6 12.8 25.0 8.3 16.7 1.7 3.9 0.6 26.7

男性３０代 180 56.1 66.7 45.6 16.7 13.9 11.7 20.0 22.2 8.9 14.4 1.7 3.9 0.6 17.8

男性４０代 180 60.0 71.7 43.3 14.4 10.0 7.8 9.4 27.8 6.1 22.8 2.8 10.0 1.1 12.8

男性５０代 180 62.8 70.6 46.1 13.3 11.1 2.8 10.0 27.2 7.2 22.8 2.2 5.6 0.0 18.3

男性６０代 180 63.3 73.9 44.4 14.4 8.9 2.2 12.2 31.1 8.3 22.8 2.2 7.2 0.0 8.9

女性２０代 180 46.7 59.4 26.1 14.4 16.1 13.3 20.6 23.3 15.0 16.7 3.3 3.3 0.6 41.1

女性３０代 180 51.7 59.4 31.7 11.7 11.1 17.8 16.1 36.1 10.6 22.2 0.6 7.8 1.1 22.2

女性４０代 180 59.4 67.2 30.6 8.3 4.4 14.4 13.9 35.6 13.9 32.8 1.1 5.6 1.7 11.1

女性５０代 180 61.7 56.7 26.1 6.7 7.2 7.2 15.0 41.7 15.0 37.2 2.2 10.0 0.6 12.8

女性６０代 180 61.1 55.6 32.8 12.2 8.3 2.2 8.9 42.2 17.2 37.2 2.2 3.9 1.1 15.0

（％）

　

全　　体

男女別

年

代

別

男

女

×

年

代

別

57.7

64.3

36.6

13.4
10.8 9.0

13.9

31.2

11.1

24.6

2.0
6.1

0.7

18.7

0%

20%

40%

60%

80%
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（図表 4）目指したい年収（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数) (%)

全　体 1800

男性×会社員（正社員） 639

男性×会社員（契約社員） 72

男性×会社員（派遣社員） 15

男性×パート・アルバイト 102

男性×公務員 72

女性×会社員（正社員） 364

女性×会社員（契約社員） 50

女性×会社員（派遣社員） 49

女性×パート・アルバイト 398

女性×公務員 39

男

女

ｘ

職

業

別

※1％未満のラベルは非表示

6.4

1.4

7.8

1.1

2.0

23.9

2.6

10.3

6.9

16.7

1.9

6.0

10.2

35.4

2.6

11.1

4.1

11.1

6.7

26.5

2.8

8.2

26.0

18.4

20.6

2.6

13.4

8.9

15.3

60.0

11.8

5.6

19.0

28.0

32.7

11.8

7.7

15.6

16.9

22.2

13.3

18.6

2.8

25.3

22.0

24.5

3.0

17.9

11.9

15.8

22.2

13.3

9.8

9.7

14.0

12.0

8.2

1.8

25.6

8.4

13.6

8.3

2.0

11.1

9.6

2.0

25.6

6.1 

10.5 

5.6 

2.0 

16.7 

3.8 

2.0 

4.1 

12.8 

3.1

5.8

1.4

6.9

3.3

2.6

2.2

3.1

1.4

11.1

2.5

11.6

19.6

4.2

6.7

4.9

33.3

11.3

2.0

2.0

～100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上600万円未満 600万円以上700万円未満 700万円以上800万円未満

800万円以上900万円未満 900万円以上1,000万円未満 1,000万円以上

エコノミスト 前田和孝が 

「目指したい年収」・「仕事を選ぶうえで重視すること」について分析！ 

 

 
 仕事を選ぶうえで重視することをたずねると、「収入」（64.3％）が最も多く、

次いで「仕事内容」、「やりがい」となりました。ただ、男女別に見ると、男性

では「やりがい」、女性では「勤務時間」、「勤務地」の回答割合が相対的に高

くなっています。女性の方がワークライフバランスをより重視する傾向がある

とも言えるかもしれませんが、20 代～40 代の女性で、「子育てや介護等との

両立のしやすさ」の回答割合が男性より高くなっていることなどを踏まえる

と、子育てや介護等のために、勤務時間などを調整しながら働いている可能性

も示唆されます。 

また、現実的に目指したい年収については、男性の方が女性より高い傾向が

見られます。国税庁の「令和 4 年民間給与実態統計調査」で平均給与を見る

と、男性が 563 万円/年、女性が 314 万円/年と約 1.8 倍の差があり、長期に

わたって育休・産休を取得することによるキャリアアップ・収入機会喪失の影

響が、目指したい年収の結果にも反映されている可能性があります。企業によ

る子育てと仕事の両立支援制度の整備は進んでいますが、男女間の育児休暇取

得率や子どもの看護休暇取得率にはいまだに差があります。育児休暇や看護休

暇だけでなく、短時間勤務制度の活用等により男性の育児参加を進めること

で、女性の子育て負担を引き下げることも重要となりそうです。 



10               

５． 働き方の志向 

 （１）昇進したいか 

・昇進したいかどうかをたずねたところ、「あてはまる・計」が 32.1％、「あてはまらない・計」

が 67.9％と、全体の 2／3 以上の人が昇進したくないと考えているようです。また、男性と女

性では、どの年代も昇進したいという気持ちに 10pt 以上差がありました。女性は出産などの

ライフイベントを考慮し、昇進に対して慎重に考えているのかもしれません。（図表 5▶） 

（図表 5）昇進したいか（単一回答） 

 

（2）一社で長く働きたいか 

・一社で長く働きたいかどうかたずねると、「あてはまる・計」が 65.7％と、一社で長く働き、

キャリアを形成していきたいと考えている人の方が多いようです。（図表 6▶） 

 

（図表 6）一社で長く働きたいか（単一回答） 

 

 

（回答数） (%)
あてはまる・計

あてはまらない・

計

全　体 1800 32.1 67.9

男性２０代 180 50.6 49.4

男性３０代 180 43.9 56.1

男性４０代 180 40.6 59.4

男性５０代 180 32.8 67.2

男性６０代 180 25.0 75.0

女性２０代 180 36.7 63.3

女性３０代 180 31.1 68.9

女性４０代 180 25.0 75.0

女性５０代 180 20.0 80.0

女性６０代 180 15.0 85.0

男

女

×

年

代

別

12.8

25.6

18.3

16.7

11.7

10.6

15.0

11.1

9.4

6.7

3.3

19.2

25.0

25.6

23.9

21.1

14.4

21.7

20.0

15.6

13.3

11.7

32.2

28.9

25.6

28.9

30.0

39.4

35.0

33.9

30.0

33.3

36.7

35.8

20.6

30.6

30.6

37.2

35.6

28.3

35.0

45.0

46.7

48.3

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

（回答数） (%)
あてはまる・計

あてはまらない・

計

全　体 1800 65.7 34.327.4 38.2 21.2 13.1

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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 （3）FIRE したいか 

・FIRE したいかどうかもたずねると、「あてはまる・計」は 26.2％でした。男性 30 代で

は、4 割以上の人が FIRE したい気持ちがあるようです。（図表 7▶） 

※FIRE とは一般的に、若いうちから資産形成をして、早期退職することを指します。 

（図表 7）FIRE したいか（単一回答） 

 

（4）定年後の働き方 

・定年後も働くことを希望するかどうかたずねたところ、「あてはまる・計」が 43.9％でした（※

すでに定年を迎えている人は、定年前の考えを回答）。現在の仕事に対する満足度が高い人や、

ワークライフバランスがとれている人の方が、定年後も働こうと考えている割合が高い傾向で

す。（図表 8▶） 

（図表 8）定年後も働くことを希望するか（単一回答） 

（回答数） (%)
あてはまる・計

あてはまらない・

計

全　体 1800 26.2 73.8

男性２０代 180 35.0 65.0

男性３０代 180 41.7 58.3

男性４０代 180 33.3 66.7

男性５０代 180 27.2 72.8

男性６０代 180 7.8 92.2

女性２０代 180 28.3 71.7

女性３０代 180 36.1 63.9

女性４０代 180 28.9 71.1

女性５０代 180 13.9 86.1

女性６０代 180 10.0 90.0

男

女

×

年

代

別

13.7

16.1

28.3

20.0

15.6

3.9

10.0

21.1

12.8

5.0

4.4

12.5

18.9

13.3

13.3

11.7

3.9

18.3

15.0

16.1

8.9

5.6

37.1

37.2

30.6

38.9

32.8

44.4

36.7

32.2

33.3

44.4

40.6

36.7

27.8

27.8

27.8

40.0

47.8

35.0

31.7

37.8

41.7

49.4

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

（回答数） (%)
あてはまる・計 あてはまらない・計

1800 43.9 56.1

満足している 279 57.7 42.3

やや満足している 817 50.2 49.8

あまり満足していない 443 36.1 63.9

満足していない 261 23.0 77.0

とれている 399 52.1 47.9

ややとれている 797 47.7 52.3

あまりとれていない 434 37.1 62.9

とれていない 170 24.7 75.3

現在の

仕事の

満足度

ワーク

ライフ

バランス

全　体 17.3

33.0

16.9

12.2

10.7

29.3

15.2

12.7

11.2

26.6

24.7

33.3

23.9

12.3

22.8

32.5

24.4

13.5

30.9

20.4

31.9

37.9

26.8

21.8

33.2

36.6

26.5

25.2

21.9

17.9

26.0

50.2

26.1

19.1

26.3

48.8

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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・定年後も働くことを希望する理由もたずねたところ、「貯蓄・年金等に加え、より金銭的な余裕

が欲しいから」（38.9％）との回答が最多となりました。そうしたなか、「貯蓄・年金等だけで

は生活費が足りないと思うから」（37.7％）と回答した人も多くなっており、将来の生活費に対

する不安から、定年後も働こうと考えている人も多いようです。一方、「仕事でやりがいを感じ

たい・働くことが好きだから」と回答した人も 3 割以上となっており、前向きな理由で働くこ

とを希望している人が多い様子もうかがえます。（図表 9▶） 

（図表 9）定年後も働くことを希望する理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコノミスト 木村彩月が「定年後の働き方」について分析！ 

 

 少子高齢化で人手不足感が強まっていることや、年金の受給開始年齢の引上

げなどを背景に、「高年齢者雇用安定法」は改正されてきました。2021 年 4 月

からは、企業に対する 65 歳までの雇用確保義務に加え、新たに 70 歳までの

就業機会確保の努力義務が定められました。 

今回のアンケート調査で、定年後も働くことを希望すると回答した割合を、

現在の仕事に対する満足度で比較すると、「満足している」人は 57.7％が定年

後も働くことを希望すると回答していますが、「満足していない」人は 23.0％

と、約 2.5 倍の差がありました。また、ワークライフバランスについても、「と

れている」と回答した人の 52.1％が定年後も働くことを希望するとした一方、

「とれていない」人は 24.7％と、こちらも 2 倍以上の差があります。シルバ

ー人材の就労促進という観点では、働く人が定年を迎える前から、仕事に対す

る満足度が高まっていることや、快適なワークライフバランスが維持されてい

ることが重要となりそうです。 

(回答数)

仕事で

やりがい

を感じ

たい・働

くことが

好きだ

から

時間が

余るから

貯蓄・

年金等

に加

え、より

金銭的

な余裕

が欲し

いから

貯蓄・

年金等

だけで

は生活

費が足

りないと

思うから

その他

全　体 791 35.7 33.2 38.9 37.7 1.8

（％）

35.7
33.2

38.9 37.7

1.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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（５）メンバーシップ型雇用・ジョブ型雇用 

・働くならメンバーシップ型雇用とジョブ型雇用のどちらを希望するかたずねると、「メンバーシ

ップ型雇用」が 50.3％、「ジョブ型雇用」が 49.7％で、回答がほぼ半分に分かれました。（図

表 10▶） 

（図表 10）メンバーシップ型雇用・ジョブ型雇用どちらを希望するか（単一回答） 

 

 

 

・メンバーシップ型雇用を希望する人の理由としては、「自分の適性が分からないから」（39.6％）

との回答が最も多く、約 4 割を占めました。男女別に見ると、男性よりも女性の方が自分の適

性が分からないと感じている人が多いようです。一方、「これまでメンバーシップ型雇用で働い

てきたから」という回答は、女性に比べ男性の方が約 10pt 高くなっています。（図表 11▶） 

（図表 11）メンバーシップ型雇用を希望する理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一方、ジョブ型雇用を希望する理由としては、「１つの仕事を長く続けたいから」（38.3％）が

最多で、「自分の意思でキャリアを選択できるから」（28.8％）、「効率的にスキル等の習得がで

きると思うから」（25.9％）との回答も多くなりました。性年代別に見ると、男性 20 代では、

「１つの仕事を長く続けたいから」という回答が半数以上となっています。また、女性 20 代・

女性 30 代では、「転職しやすくなると思うから」と回答した割合が、全体に比べ高くなってお

り、「転職」をより意識してジョブ型雇用を希望している様子がうかがえます。（図表 12▶） 

(回答数) (%)

全　体 1800 50.3 49.7

メンバーシップ型雇用 ジョブ型雇用

(回答数)

これまでメン

バーシップ型

雇用で働い

てきたから

配属された

部署や仕事

が合わなくて

も、異動でき

るから

幅広い仕事

を経験した

いから

自分の適性

が分からない

から

ジョブ型雇

用で特定の

職務経験を

積んだ後、

その仕事が

なくなるのが

怖いから

その他

全　体 905 31.3 26.5 29.2 39.6 9.9 0.3

男性 440 36.1 28.4 30.2 32.7 9.8 0.2

女性 465 26.7 24.7 28.2 46.0 10.1 0.4

（％）

31.3

26.5
29.2

39.6

9.9

0.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%



14               

（図表 12）ジョブ型雇用を希望する理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）テレワークについて 

・テレワークを希望するかたずねると、「あてはまる・計」が 38.5％、「あてはまらない・計」が

61.5％で、約 6 割の人が希望しないという結果に。年代別では、20 代・30 代では約 5 割の

人がテレワークを希望する一方で、40 代以降になると希望割合が減少していきます。また、ス

キルアップ等の取組みをしている人ほどテレワークを希望する傾向です。（図表 13▶） 

（図表 13）テレワークを希望するか（単一回答） 

 

 

 

 

 

(回答数)

これまでジョ

ブ型雇用で

働いてきた

から

自分の意

思でキャリア

を選択でき

るから

転職しやす

くなると思う

から

効率的にス

キル等の習

得ができる

と思うから

１つの仕事

を長く続け

たいから

その他

895 24.7 28.8 16.2 25.9 38.3 0.3

男性 460 24.1 32.6 16.7 25.7 36.3 0.4

女性 435 25.3 24.8 15.6 26.2 40.5 0.2

男性２０代 67 9.0 17.9 20.9 32.8 52.2 0.0

男性３０代 88 22.7 39.8 14.8 33.0 39.8 0.0

男性４０代 99 24.2 35.4 21.2 26.3 32.3 0.0

男性５０代 93 30.1 29.0 14.0 24.7 34.4 1.1

男性６０代 113 29.2 36.3 14.2 15.9 29.2 0.9

女性２０代 82 8.5 28.0 22.0 20.7 39.0 1.2

女性３０代 76 22.4 25.0 26.3 30.3 36.8 0.0

女性４０代 82 25.6 28.0 15.9 37.8 30.5 0.0

女性５０代 89 25.8 24.7 7.9 24.7 46.1 0.0

女性６０代 106 39.6 19.8 9.4 19.8 47.2 0.0

（％）

全　体

男女別

男

女

×

年

代

別

24.7

28.8

16.2

25.9

38.3

0.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

(回答数) (%)
あてはまる・計 あてはまらない・計

1800 38.5 61.5

２０代 360 46.4 53.6

３０代 360 47.5 52.5

４０代 360 41.1 58.9

５０代 360 31.9 68.1

６０代 360 25.6 74.4

ある 390 52.6 47.4

ない 1410 34.6 65.4

スキルアップ

のための取

組み

年

代

別

全　体 16.1 

22.5 

21.4 

16.1 

13.9 

6.7 

23.3 

14.1 

22.4 

23.9 

26.1 

25.0 

18.1 

18.9 

29.2 

20.5 

29.2 

32.8 

26.9 

29.7 

27.5 

29.2 

29.0 

29.3 

32.3 

20.8 

25.6 

29.2 

40.6 

45.3 

18.5 

36.1 

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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・一方で、テレワーク実施状況をみると、「実施している・計」が 23.6％、「実施していない・計」

が 76.4％となり、希望通りにテレワークを実施できていない状況が浮かび上がります。20～

40 代において、希望と実施状況の乖離が目立ちます。（図表 14▶） 

（図表 14）テレワーク実施の有無と頻度（単一回答） 

 

・テレワークのメリットをたずねると、「通勤時間がなくなった」が 53.5％で首位、「ワークライ

フバランスが改善された」が 34.4％で 2 位という結果に。20～40 代ではワークライフバラン

スの改善をあげる人が多く、家事や育児と仕事の両立がしやすくなったことや余暇の増加を評

価している模様です。（図表 15▶） 

（図表 15）テレワークのメリット（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

業務の生

産性が向

上した

仕事に集

中しやすく

なった

通勤時

間がなく

なった

ワークライ

フバランス

が改善さ

れた

ストレス

が軽減さ

れた

家族等と

のコミュニ

ケーション

が増えた

家事や育

児、介護

との両立

がしやすく

なった

特にな

い

その他

424 17.5 27.1 53.5 34.4 31.4 20.8 13.4 7.8 0.2

男性 248 17.3 28.2 54.4 32.7 30.6 21.4 12.9 6.0 0.4

女性 176 17.6 25.6 52.3 36.9 32.4 19.9 14.2 10.2 0.0

２０代 108 10.2 25.9 43.5 37.0 32.4 22.2 13.9 4.6 0.0

３０代 97 18.6 29.9 54.6 37.1 32.0 23.7 17.5 9.3 0.0

４０代 89 23.6 32.6 58.4 37.1 34.8 24.7 15.7 5.6 1.1

５０代 77 15.6 24.7 54.5 29.9 27.3 15.6 7.8 11.7 0.0

６０代 53 22.6 18.9 62.3 26.4 28.3 13.2 9.4 9.4 0.0

子どもはいる・計 203 17.7 24.6 51.7 31.5 27.6 21.2 15.3 7.4 0.0

子どもはいない 221 17.2 29.4 55.2 37.1 34.8 20.4 11.8 8.1 0.5

（％）

6.7 11.1 0.024.4 28.9 46.7 22.2 26.7 11.1

34.2 27.8 24.1 17.7 6.3 0.0

年

代

別

子

供

の

有

無

同居している子ど

もがいる

同居はしていない

が子どもがいる

158

全　体

男女別

45

15.8 23.4 53.2

17.5

27.1

53.5

34.4
31.4

20.8

13.4

7.8

0.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

(回答数) (%)

実施して

いる・計

実施して

いない・計

「あてはまる・計」　―

「実施している・計」

全　体 1800 23.6 76.4 14.9

２０代 360 30.0 70.0 16.4

３０代 360 26.9 73.1 20.6

４０代 360 24.7 75.3 16.4

５０代 360 21.4 78.6 10.6

６０代 360 14.7 85.3 10.8

6.3 

6.4 

8.1 

5.0 

6.7 

5.6 

8.2 

13.3 

9.2 

8.6 

5.0 

5.0 

5.3 

6.7 

5.8 

6.1 

4.7 

3.1 

3.7 

3.6 

3.9 

5.0 

5.0 

1.1 

76.4 

70.0 

73.1 

75.3 

78.6 

85.3 

週に４～５日 週に１～３日 月に１～３日 年に数日 テレワークで仕事はしていない
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・テレワークのデメリットをたずねると、「運動不足になった」が 32.8％で首位、「周囲の社員

等とのコミュニケーションが減った」が 31.4％で 2 位という結果に。年代別に見ると、「運動

不足になった」との回答は 30 代が最多でした。初心者向けコンビニジムの増加要因の一つで

ある可能性も。「周囲の社員等とのコミュニケーションが減った」との回答は 50 代、60 代に

多くなっています。直接議論したり、飲み会をしたりする機会が減少したことが影響している

のかもしれません。20 代でも一定数がコミュニケーションの減少をデメリットにあげてお

り、育成期の社員が周囲に気軽に質問できないことに不自由さを感じている様子もうかがえま

す。また、同居している子供がいる場合、「仕事に集中しにくくなった」との回答がやや多

く、育児と仕事の両立に苦労している様子もうかがえます。（図表 16▶） 

（図表 16）テレワークのデメリット（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

業務の生

産性が低

下した

仕事に集

中しにくく

なった

運動不

足になっ

た

ワークライ

フバランス

が悪化し

た

ストレス

が増加し

た

周囲の社

員等との

コミュニ

ケーション

が減った

家事や育

児、介護

の負担が

増えた

特にな

い

その他

424 10.4 17.7 32.8 8.5 11.3 31.4 4.5 22.4 0.2

男性 248 10.9 19.4 29.4 5.6 10.1 34.7 4.0 23.8 0.4

女性 176 9.7 15.3 37.5 12.5 13.1 26.7 5.1 20.5 0.0

２０代 108 7.4 11.1 29.6 14.8 17.6 31.5 6.5 20.4 0.0

３０代 97 7.2 21.6 43.3 10.3 10.3 27.8 7.2 21.6 0.0

４０代 89 13.5 18.0 28.1 6.7 9.0 25.8 5.6 23.6 1.1

５０代 77 14.3 18.2 33.8 2.6 7.8 35.1 0.0 24.7 0.0

６０代 53 11.3 22.6 26.4 3.8 9.4 41.5 0.0 22.6 0.0

子どもはいる・計 203 10.3 19.2 34.5 6.4 9.9 32.5 3.9 20.7 0.0

子どもはいない 221 10.4 16.3 31.2 10.4 12.7 30.3 5.0 24.0 0.5

（％）

33.3 2.2 31.1 0.0

4.4 17.7 0.0

同居はしていない

が子どもがいる
45 2.2 13.3 20.0 4.4 6.7

12.7 20.9 38.6 7.0 10.8 32.3

全　体

男女別

年

代

別

子

供

の

有

無

同居している子ど

もがいる
158

10.4

17.7

32.8

8.5
11.3

31.4

4.5

22.4

0.2

0%

10%

20%

30%

40%
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エコノミスト 吉川裕也が「テレワーク」について分析！ 

 

20 代と 30 代の約半分がテレワークを希望しているなかで、実施できてい

る人は約 3 割にとどまっています。コロナ禍が収束し、労働者の職場回帰が進

むなかでも若い世代中心に根強いテレワーク需要がありますが、希望通りの働

き方を実現できていない人が一定数います。テレワークにはワークライフバラ

ンスを改善し、生産性を向上させる効果があることを本アンケートは示唆して

おり、テレワークを認めることは企業側にとってもメリットが大きい選択とな

ります。柔軟な働き方を認める社内制度づくりが求められます。 

また、企業側の投資が不十分で中小企業中心に環境が整わない先があること

もテレワーク実現を妨げているようです。令和 5 年版情報通信白書によると、

テレワークを導入している企業の割合は 51.7％（2022 年）にとどまっていま

す。テレワークに魅力を感じる 20 代・30 代は多いため、人材確保の観点から

も積極的な DX 投資が求められます。さらに、自己研鑽の時間確保や「リモー

トキャリア制度」※へのニーズの高まりなどから、キャリアアップのための取

組みをしている人ほどテレワークを希望する傾向にあるため、テレワーク環境

の整備は生産性の高い人材を引き付ける手段となります。 

テレワークのデメリットでは、「仕事に集中しにくくなった」との回答につ

いて、同居している子供がいる場合は 20.9％と、子供がいない場合（16.3％）

に比べて高くなります。テレワーク下でも育児と仕事の両立に苦労している様

子も見受けられます。働き方改革と共に、保育所の拡充などを進めていく必要

があります。 

 
※

リモートキャリア制度とは、東京や大阪といった大規模拠点の多様な仕事を地方の拠点や
自宅でのテレワークで担当できる働き方のこと 
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II. 年収の壁について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１． 年収の壁を意識して就業調整を行なっているか 

・パート・アルバイトで働く人（配偶者あり・年収 200 万円未満）のうち、約 5 割の人が「年収の

壁」を意識して「就業調整を行なっている」と回答しました。特に 50 代では、7 割近くの人が「年

収の壁」を意識して就業調整を行なっているようです。（図表 17） 

 ※「年収の壁」とは一般的に、配偶者の扶養に入っているパートタイム勤務の人の年収が一定水準

を超えた場合に、社会保険料負担の発生や税負担の増加で手取り収入が減ることを指します。 

 

（図表 17）「年収の壁」を意識して就業調整を行なっているか（単一回答） 

 

・また、所謂「年収 106 万円の壁」を意識して就業調整を行なうことで、将来もらえる年金額が増

加しないことや、傷病手当金・出産手当金等の受け取りができないことを知っているかたずねた質

問では、「知っている・計」が約 6 割という結果でした。（図表 18▶） 

◆ パート・アルバイトで働く人のうち、「年収の壁」を意識して就業調整を行なっ

ている人は約 5 割 

◆ 「年収 106 万円の壁」を意識して就業調整を行なうことで、将来もらえる年金

額が増加しないことや、傷病手当金・出産手当金等の受け取りができないこと

を知っている人は約 6 割 

(回答数) (%)

237

２０代 16

３０代 26

４０代 39

５０代 65

６０代 91

全　体

年

代

別

50.2 

43.8 

50.0 

56.4 

66.2 

37.4 

49.8 

56.3 

50.0 

43.6 

33.8 

62.6 

就業調整を行なっている 就業調整を行なっていない
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（図表 18）「年収 106 万円の壁」を意識して就業調整を行なうことで、将来もらえる年金額が 

増加しないことや傷病手当金・出産手当金等の受け取りができないことを知っているか（単一回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エコノミスト 前田和孝が「年収の壁」について分析！ 

 

パート・アルバイトで働く人（配偶者あり・年収 200 万円未満）のうち、

約 5 割の人が「年収の壁」を意識して「就業調整を行なっている」と回答しま

した。年齢別に見ると、50 代が最も多く、7 割近くの人が就業調整を行なっ

ているとの結果でした。一方、「年収 106 万円の壁」を意識して就業調整を行

なうことで、将来もらえる年金額が増加しないことや、傷病手当金・出産手当

金等の受け取りができないことを知っているかたずねた質問では、「知ってい

る・計」が約 6 割という結果でした。これはパート・アルバイトの人が、厚生

年金や健康保険のメリットを知っていながら、それ以上に手取り収入の目減

りを敬遠しているということを示唆しています。 

政府は今年 10 月から「年収の壁・支援強化パッケージ」を開始し、企業へ

の助成金支給などを通じて、「106 万円の壁」を越えても手取り収入が減らな

いよう対策を講じています。もっとも、同対策は 2025 年の年金制度改正まで

の時限措置となります。パート・アルバイトの人にとって、壁を超えることに

よる手取り収入の減少が一番の懸念材料であるとすれば、政府は「厚生年金ハ

ーフ」※などの制度を検討・導入することが有効と考えます。 

 
※

厚生年金ハーフとは、企業は厚生年金保険料を支払う義務がある一方で、労働者は保険料
を支払って給付を満額受け取るか、支払わない代わりに給付を半分にするかを選択するこ
とができる仕組み。保険料を支払わない選択をした場合には、給付は半分となるものの、
手取り収入を減らすことなく働くことができる 

(回答数) (%)
知っている・計 知らない・計

全　体 237 60.8 39.2

２０代 16 43.8 56.3

３０代 26 50.0 50.0

４０代 39 53.8 46.2

５０代 65 69.2 30.8

６０代 91 63.7 36.3

21.1 

18.8 

7.7 

25.6 

23.1 

22.0 

39.7 

25.0 

42.3 

28.2 

46.2 

41.8 

24.9 

43.8 

34.6 

30.8 

18.5 

20.9 

14.3 

12.5 

15.4 

15.4 

12.3 

15.4 

良く知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない
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III. 転職について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

１． 転職へのイメージ 

・転職に対するイメージをたずねると、「年収アップにつながる」が 24.2％で首位、「チャンスが広

がる」や「キャリアアップにつながる」といった他の前向きな回答も目立ちます。男女別に見る

と、「年収アップにつながる」は男性、特に 20～30 代に多く、「チャンスが広がる」は女性、特に

20 代に多くなります。男性の 50～60 代では「もったいない」といったネガティブな回答が増え

ます。「ハードルが高い」は性別・年代を問わず一定数観察されます。（図表 19▶） 

 

（図表 19）転職に対するイメージ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 転職に対するイメージをたずねると、「年収アップにつながる」が 24.2％で首

位、「チャンスが広がる」や「キャリアアップにつながる」といった回答も 

◆ 転職希望および実現の可能性をたずねたところ、20～30 代では転職希望が優勢

も、40 代以降は転職したくない人が多くなる 

◆ 転職したい理由では、給与面が 2 位以下を大きく引き離して首位となり、「仕事

内容が合わないから」や「社風が合わないから」といった職場への不満も一定数 

 

(回答数)

年収アッ

プにつな

がる

一般的

である

視野が

広がる

チャンス

が広が

る

キャリア

アップに

つながる

ハードル

が高い

もったい

ない

忍耐が

足りな

い

その他 特にイ

メージは

ない

1800 24.2 13.2 22.2 23.3 22.9 17.6 6.6 5.3 0.2 28.1

男性 900 26.1 12.6 21.0 20.1 23.0 17.0 7.8 5.9 0.3 29.2

女性 900 22.2 13.9 23.4 26.4 22.9 18.1 5.4 4.8 0.1 27.0

男性２０代 180 26.7 19.4 19.4 20.0 27.8 17.8 6.7 6.1 0.0 32.8

男性３０代 180 32.8 15.6 27.8 24.4 28.3 18.9 6.7 5.0 0.0 26.1

男性４０代 180 25.6 7.8 20.6 18.3 23.3 14.4 5.6 7.2 0.6 27.8

男性５０代 180 22.8 8.9 18.9 17.8 18.9 19.4 9.4 3.9 0.6 32.2

男性６０代 180 22.8 11.1 18.3 20.0 16.7 14.4 10.6 7.2 0.6 27.2

女性２０代 180 25.0 10.6 25.6 30.0 23.3 17.8 5.6 2.8 0.6 26.1

女性３０代 180 23.9 13.3 23.9 26.1 26.7 18.9 7.2 5.6 0.0 28.9

女性４０代 180 23.3 16.1 21.1 25.6 21.7 21.7 6.7 5.0 0.0 25.0

女性５０代 180 21.1 16.1 21.7 23.9 20.0 17.2 5.6 5.6 0.0 18.9

女性６０代 180 17.8 13.3 25.0 26.7 22.8 15.0 2.2 5.0 0.0 36.1

２０代 360 25.8 15.0 22.5 25.0 25.6 17.8 6.1 4.4 0.3 29.4

３０代 360 28.3 14.4 25.8 25.3 27.5 18.9 6.9 5.3 0.0 27.5

４０代 360 24.4 11.9 20.8 21.9 22.5 18.1 6.1 6.1 0.3 26.4

５０代 360 21.9 12.5 20.3 20.8 19.4 18.3 7.5 4.7 0.3 25.6

６０代 360 20.3 12.2 21.7 23.3 19.7 14.7 6.4 6.1 0.3 31.7

（％）

年

代

別

全　体

男女別

男

女

×

年

代

別

24.2

13.2

22.2
23.3 22.9

17.6

6.6
5.3

0.2

28.1

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%
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２． 転職意向 

・転職希望および実現の可能性をたずねたところ、「転職したくない・計」が 37.2％と、「転職した

い・計」の 29.8％を上回りました。20～30 代では転職希望が優勢ですが、40 代以降は転職し

たくない人が多くなります。20 代では「転職したいが、転職できないと思う」が「転職したいし、

転職するつもりである」を上回っており、自信の無さから一歩を踏み出せない状況がみてとれま

す。30 代になると、「転職したいが、転職できないと思う」を「転職したいし、転職するつもりで

ある」が逆転します。社会人経験の蓄積に伴って転職志向が明確になっているようです。40 代以

降では、「転職したいが、転職できないと思う」が再び優勢となり、特に 40～50 代の男性に多く

みられます。（図表 20▶） 

（図表 20）今後の転職希望と実現の可能性（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答数） (%)

転職した

い・計

転職したく

ない・計

1800 29.8 37.2

男性 900 29.9 37.2

女性 900 29.8 37.2

男性２０代 180 33.3 30.0

男性３０代 180 30.6 33.3

男性４０代 180 32.2 36.7

男性５０代 180 31.7 41.1

男性６０代 180 21.7 45.0

女性２０代 180 42.8 28.3

女性３０代 180 39.4 28.3

女性４０代 180 29.4 34.4

女性５０代 180 19.4 41.1

女性６０代 180 17.8 53.9

２０代 360 38.1 29.2

３０代 360 35.0 30.8

４０代 360 30.8 35.6

５０代 360 25.6 41.1

６０代 360 19.7 49.4

全　体

男女別

男

女

×

年

代

別

年

代

別

13.1 

13.0 

13.1 

14.4 

17.2 

15.0 

11.1 

7.2 

18.3 

22.2 

13.3 

4.4 

7.2 

16.4 

19.7 

14.2 

7.8 

7.2 

16.8 

16.9 

16.7 

18.9 

13.3 

17.2 

20.6 

14.4 

24.4 

17.2 

16.1 

15.0 

10.6 

21.7 

15.3 

16.7 

17.8 

12.5 

32.9 

32.9 

33.0 

36.7 

36.1 

31.1 

27.2 

33.3 

28.9 

32.2 

36.1 

39.4 

28.3 

32.8 

34.2 

33.6 

33.3 

30.8 

29.3 

29.1 

29.6 

18.3 

25.0 

31.7 

33.3 

37.2 

14.4 

20.6 

30.6 

35.6 

46.7 

16.4 

22.8 

31.1 

34.4 

41.9 

7.9 

8.1 

7.7 

11.7 

8.3 

5.0 

7.8 

7.8 

13.9 

7.8 

3.9 

5.6 

7.2 

12.8 

8.1 

4.4 

6.7 

7.5 

転職したいし、転職するつもりである
転職したいが、転職できないと思う
どちらでもない
転職したくないし、転職できないと思う
転職したくないが、転職する必要がある（契約期間が満了になるなど）
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・転職希望者に転職したい理由をたずねると、「給与が低い、または上がりにくいから」が 48.2％

で 2 位以下を大きく引き離して首位となり、「仕事内容が合わないから」や「社風が合わないから」

といった職場への不満も一定数観察されます。20 代では給与面の不満が約 50％を占めますが、

30 代になると給与面の要因が減る一方で、「勤務時間が長いから」や「休暇が取りにくいから」と

いったワークライフバランス面と、「仕事内容が合わないから」や「人間関係がうまくいかないか

ら」といった職場への不満が多くなります。性別による差異も大きくなります。30 代男性では「勤

務時間が長いから」や「会社の将来性や安定性に不安があったから」が多く、30 代女性では「人

間関係がうまくいかないから」が多くなります。（図表 21▶） 

（図表 21）転職したい理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

給与が

低い、ま

たは上が

りにくいか

ら

勤務時

間が長

いから

休暇が

取りにく

いから

勤務地

を変え

たいから

仕事内

容が合

わない

から

人間関

係がうま

くいかな

いから

社風が

合わな

いから

会社の

将来性

や安定

性に不

安があっ

たから

やりたい

仕事が

あるから

独立し

たいから

雇用形態

を変えたい

から（契約

社員から正

社員になる

など）

健康上

の理由

その他

537 48.2 16.4 16.4 14.7 25.9 19.6 21.0 19.4 11.2 6.9 7.8 4.1 1.9

男性 269 49.1 18.6 16.0 15.6 25.7 18.2 20.8 21.9 11.5 8.6 7.1 3.7 1.5

女性 268 47.4 14.2 16.8 13.8 26.1 20.9 21.3 16.8 10.8 5.2 8.6 4.5 2.2

男性２０代 60 50.0 13.3 11.7 21.7 23.3 20.0 13.3 20.0 10.0 8.3 8.3 0.0 1.7

男性３０代 55 43.6 27.3 23.6 18.2 29.1 12.7 27.3 27.3 20.0 14.5 3.6 5.5 1.8

男性４０代 58 51.7 13.8 8.6 15.5 20.7 22.4 22.4 27.6 8.6 8.6 8.6 1.7 0.0

男性５０代 57 45.6 22.8 24.6 12.3 28.1 14.0 19.3 26.3 7.0 7.0 7.0 8.8 1.8

男性６０代 39 56.4 15.4 10.3 7.7 28.2 23.1 23.1 2.6 12.8 2.6 7.7 2.6 2.6

女性２０代 77 51.9 9.1 16.9 18.2 24.7 16.9 20.8 20.8 13.0 7.8 5.2 3.9 2.6

女性３０代 71 43.7 22.5 19.7 19.7 29.6 29.6 18.3 16.9 7.0 0.0 9.9 4.2 0.0

女性４０代 53 50.9 17.0 17.0 9.4 24.5 15.1 20.8 20.8 13.2 7.5 13.2 5.7 1.9

女性５０代 35 40.0 11.4 14.3 5.7 20.0 17.1 22.9 11.4 11.4 5.7 8.6 8.6 5.7

女性６０代 32 46.9 6.3 12.5 6.3 31.3 25.0 28.1 6.3 9.4 6.3 6.3 0.0 3.1

２０代 137 51.1 10.9 14.6 19.7 24.1 18.2 17.5 20.4 11.7 8.0 6.6 2.2 2.2

３０代 126 43.7 24.6 21.4 19.0 29.4 22.2 22.2 21.4 12.7 6.3 7.1 4.8 0.8

４０代 111 51.4 15.3 12.6 12.6 22.5 18.9 21.6 24.3 10.8 8.1 10.8 3.6 0.9

５０代 92 43.5 18.5 20.7 9.8 25.0 15.2 20.7 20.7 8.7 6.5 7.6 8.7 3.3

６０代 71 52.1 11.3 11.3 7.0 29.6 23.9 25.4 4.2 11.3 4.2 7.0 1.4 2.8

（％）

全　体

男女別

男

女

×

年

代

別

年

代

別

48.2

16.4 16.4 14.7

25.9

19.6 21.0 19.4

11.2
6.9 7.8

4.1
1.9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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・転職希望を持ちながら、転職できないと思う理由をたずねたところ、「転職に活かせるスキル・資

格がないと思うから」が 36.1％で首位、「転職後に給与が下がってしまうと思うから」が 34.8％

で 2 位という結果に。20～30 代では「次にやりたい仕事がわからないから」や「転職後に給与が

下がってしまうと思うから」が多く、30～40 代になると「転職に活かせるスキル・資格がないと

思うから」が増えます。（図表 22▶） 

（図表 22）転職できないと思う理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

次にやりた

い仕事が

わからない

から

次にやりた

い仕事の

求人・募

集がないか

ら

転職後に

給与が下

がってしまう

と思うから

仕事等で

忙しく、転

職活動す

る時間がな

いから

転職に活か

せるスキル・

資格がない

と思うから

転職する

勇気が持

てないから

家族に反

対されると

思うから

その他

302 26.2 15.9 34.8 22.8 36.1 27.5 3.6 4.6

男性 152 23.7 13.2 39.5 25.7 35.5 25.0 5.9 4.6

女性 150 28.7 18.7 30.0 20.0 36.7 30.0 1.3 4.7

２０代 78 33.3 14.1 39.7 30.8 34.6 28.2 2.6 2.6

３０代 55 34.5 14.5 41.8 30.9 40.0 34.5 7.3 0.0

４０代 60 21.7 15.0 35.0 16.7 45.0 30.0 0.0 5.0

５０代 64 21.9 15.6 25.0 15.6 34.4 23.4 4.7 4.7

６０代 45 15.6 22.2 31.1 17.8 24.4 20.0 4.4 13.3

（％）

全　体

男女別

年

代

別

26.2

15.9

34.8

22.8

36.1

27.5

3.6 4.6

0%
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20%

30%
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エコノミスト 吉川裕也が「転職」について分析！ 

 

総務省の労働力調査によると、2023 年 7－9 月期の転職希望者は 1,035 万

人と、はじめて 1,000 万人を超えました。一方で、同期間の転職者は 325 万

人と、直近 5 年間は 300 万人前後で横ばい推移となっています。2023 年 10

月の転職求人倍率（パーソル・キャリア社）は 2.42 倍と、企業側の採用意欲

は旺盛ですが、雇用の流動性は高まっていないのが現状です。 

転職したい理由については、「給与が低い、または上がりにくいから」が

48.2％で 2 位以下を大きく引き離して首位となっています。給与面や職場へ

の不満といったネガティブな要因が大半を占める一方で、「やりたい仕事があ

るから」との回答は 11.2％にとどまります。 

また、転職希望を持ちながら、転職できないと思う理由について、「転職に

活かせるスキル・資格がないと思うから」が 36.1％で首位となっており、政

府によるリスキリング支援が転職市場活性化のために有効である可能性が示

唆されます。「転職後に給与が下がってしまうと思うから」との回答が 34.8％

と 2 位につけており、求人側は優秀な人材を引き付けるために魅力的な賃金

水準を提示する必要がありそうです。また、「次にやりたい仕事がわからない

から」との回答は 26.2％と多く、なんとなく希望だけ掲げる人も一定数いる

模様です。 

本アンケートからは、雇用の流動性が高まらない要因として、雇用のミスマ

ッチが大きいことが示唆されます。求職者側においては、明確な問題意識の欠

如とスキル不足が求人側への訴求力欠如につながっているもようです。求人側

においては、十分な賃金水準を提示できていないことが求職者へのアピール不

足につながっているようです。政府による積極的なリスキリング支援と企業側

の思い切った賃金オファーが求められます。 
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IV. スキルアップ等に向けた取組み 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１． スキルアップ・自己啓発の取組み 

・現在、スキルアップや自己啓発として取り組んでいることがあるかたずねると、「ある」と回答し

た人は全体の 21.7％でした。性年代別に見ると、男性の方が取り組んでいる割合が高く、男性 20

代、男性 30 代では、3 割以上が何らかの取組みを行なっているようです。（図表 23▶） 

・年収別に見ると、年収 400 万円未満まででは、スキルアップ等の取組みを行なっている割合が 2

割未満となっている一方、年収 800 万円以上では約 4 割と、取組み状況に違いがみられました。

また、ワークライフバランスが取れている人の方が取り組んでいる割合が高い傾向です。 

 

（図表 23）スキルアップや自己啓発として取り組んでいることがあるか（単一回答） 

 

(回答数) (%)

1800

男性２０代 180

男性３０代 180

男性４０代 180

男性５０代 180

男性６０代 180

女性２０代 180

女性３０代 180

女性４０代 180

女性５０代 180

女性６０代 180

200万円未満 475

200～400万円未満 563

400～600万円未満 408

600～800万円未満 189

800～1,000万円未満 94

1,000万円以上 71

とれている 399

ややとれている 797

あまりとれていない 434

とれていない 170

全　体

男

女

×

年

代

別

年

収

別

ワーク

ライフ

バランス

21.7

31.7

33.9

20.6

22.2

17.8

22.2

21.7

17.8

13.9

15.0

10.5

18.7

27.2

30.7

41.5

38.0

24.3

24.0

19.4

10.6

78.3

68.3

66.1

79.4

77.8

82.2

77.8

78.3

82.2

86.1

85.0

89.5

81.3

72.8

69.3

58.5

62.0

75.7

76.0

80.6

89.4

ある ない

◆ 現在、スキルアップや自己啓発に取り組んでいる人は約 2 割！男性 20 代、男性

30 代では、3 割以上の人が何らかの取組みを行なっている 

◆ スキルアップや自己啓発に取り組めていない人は、時間や費用負担が障壁に！

「どんなことをすれば良いか分からない」と回答した人も約 2 割 

◆ 今後リスキリングやアップスキリングなどが広がるために必要なこととしては、

「特に必要なことはない」と回答した人が最多となったものの、スキルアップの

ための費用助成や給与への反映を求める声も多い 
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・スキルアップや自己啓発に取り組んでいる人に理由をたずねると、「趣味・興味」（31.3％）と回

答した人が最多で、その次には「給与アップに必要」（27.7％）、「転職するために必要」（24.6％）

との回答が多くなりました。男女別に見ると、「昇進するために必要」と回答した人は、女性（14.7％）

より男性（22.0％）の方が高くなっています。（図表 24▶） 

（図表 24）スキルアップや自己啓発に取り組んでいる理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スキルアップや自己啓発に取り組んでいると回答した人に、具体的にどのようなことに取り組ん

でいるかもたずねると、最も多かった回答は「資格取得」（57.9％）で、その後に「読書」（33.3％）、

「語学習得」（31.0％）が続きました。（図表 25▶） 

（図表 25）スキルアップや自己啓発として取り組んでいること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

会社か

ら奨励

されてい

る

昇進す

るために

必要

給与

アップに

必要

部署異

動のた

めに必

要

転職す

るために

必要

趣味・

興味

特に理

由はな

い

その他

全　体 390 21.0 19.0 27.7 11.0 24.6 31.3 12.3 1.8

男性 227 21.6 22.0 29.5 11.5 24.2 32.2 12.8 0.0

女性 163 20.2 14.7 25.2 10.4 25.2 30.1 11.7 4.3

（％）

21.0
19.0

27.7

11.0

24.6

31.3

12.3

1.8

0%

10%

20%

30%

40%

(回答数)

資格取

得

語学習

得

読書 ＩＴ・

デジタル

スキルの

習得

大学院

等への

スクーリ

ング

その他

全　体 390 57.9 31.0 33.3 27.9 3.8 3.6

（％）

57.9

31.0 33.3
27.9

3.8 3.6

0%

20%

40%

60%
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・現在、スキルアップや自己啓発のために取り組んでいることが「ない」と回答した人に対して、そ

の理由をたずねると、「忙しくて時間が取れない」（30.9％）、「費用がかかる」（24.3％）など、時

間や費用の問題を理由に挙げる人が多くなりました。また、「どんなことをすれば良いか分からな

い」（17.7％）と回答した人も約 2 割となりました。資格を取得したり、スキルを身につけたいと

いう気持ちがあったとしても、何を学ぶべきなのか悩んでいる人もいるようです。（図表 26▶） 

（図表 26）スキルアップや自己啓発に取り組んでいない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． リスキリング・アップスキリングなどが広がるために必要なこと 

・回答者全員に、今後リスキリングやアップスキリングなどが広がるためにはどんなことが必要だ

と思うかたずねた質問では、「特に必要なことはない」（35.9％）と回答した人が最多となりまし

たが、「資格取得やスクーリング費用の補助」（31.6％）、「取得した資格やスキルに応じた手当・

評価制度の導入」（25.3％）など、費用の助成や給与への反映を求める声も多く上がりました。

（図表 27▶） 

※一般的に、リスキリングは、現在とは異なる職務のために新しい知識やスキルを習得するこ

と、アップスキリングは、現在の職務のために新しい知識・技術を取り入れてスキルを向上さ

せることを指します。 

・スキルアップや自己啓発として取り組んでいることが「ある」と回答した人は、「ない」と回答

した人に比べ、「特に必要なことはない」が大きく減少する代わりに、「学び直しのプログラムや

セミナーの拡充」が 17.0pt、「資格取得やスクーリング費用の補助」が 13.7pt、「学び直しを目

的とした休暇や時短制度の導入」が 12.9pt 多くなっています。実際に取組みを行なっている人

は、費用等の負担や時間を捻出する苦労を実感しているからではないでしょうか。 

(回答数)

忙しくて

時間が

取れな

い

費用が

かかる

会社か

ら評価

されない

転職市

場で評

価され

ない

給与に

反映さ

れない

新たな

スキルは

必要な

い

どんなこ

とをすれ

ば良い

か分か

らない

勉強し

たくない

特に理

由はな

い

その他

全　体 1410 30.9 24.3 7.9 4.2 16.0 7.4 17.7 11.6 25.9 0.9

（％）

30.9

24.3

7.9

4.2

16.0

7.4

17.7

11.6

25.9

0.9

0%

10%

20%

30%

40%
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（図表 27）リスキリングやアップスキリングなどが広がるために必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(回答数)

資格取

得やス

クーリン

グ費用

の補助
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しを目

的とした

休暇や

時短制

度の導

入

政府や

企業に

よる学

び直し

の奨

励・周

知

学び直

しのプロ

グラムや

セミナー

の拡充

転職市

場にお

ける価

値増大

取得し

た資格

やスキル

に応じ

た手

当・評

価制度

の導入

特に必

要なこと

はない

その他

1800 31.6 21.7 16.8 18.2 11.8 25.3 35.9 0.4

ある 390 42.3 31.8 24.9 31.5 19.2 34.1 14.4 0.8

ない 1410 28.6 18.9 14.6 14.5 9.8 22.9 41.8 0.4

全　体

スキルアップ

等に向けた

取組み

（％）

31.6

21.7

16.8
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11.8
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ん。掲載内容について細心の注意を払っていますが、これによりその情報に関する信頼性、正確性、完全性などについて保証するものではあ

りません。掲載された情報を用いた結果生じた直接的、間接的トラブルや損失、損害については、一切の責任を負いません。またこれらの情

報は、予告なく掲載を変更、中断、中止することがあります。 

●照会先● 株式会社 明治安田総合研究所  〒102-0073 東京都千代田区九段北3－2－11 TEL03-6261-7947 

スキルアップ等に取り組んでいる人は全体の約 2 割と、まだまだ少数派で

あることが分かりました。取り組めていない理由について、費用や時間の問題

を理由に挙げる人が多い一方、「新たなスキルは必要ない」という回答が少数

にとどまっていることから、スキルアップに向けた自己研鑽が必要であると認

識しつつも、費用負担や時間の捻出に難しさを感じている人が多いことが示唆

されています。実際、今回のアンケートでは、ワークライフバランスが取れて

いる人や所得の多い人ほどスキルアップ等に取り組めている状況が明らかに

なりました。 

近年注目されているリスキリングをはじめとした学び直しは、生産性向上・

業務効率化に伴う企業収益の改善をもたらすと考えられるほか、これまでの硬

直的な日本の労働市場で労働移動が促されることに伴う構造的な賃上げの実

現につながることも期待されています。 

政府は、リスキリングの支援に対し、今後 5 年間で予算 1 兆円を投じると

しています。人への投資が乏しいと言われてきた日本でも、国をあげた学び直

しが動き始めています。時間確保という面では、今後企業側にはワークライフ

バランスの改善に向けた支援などが求められることになるでしょう。また、企

業側からすると、スキルアップした社員が転職で流出してしまうことがリスク

となるため、習得したスキルに見合った待遇を用意することもセットで求めら

れます。効果的にリスキリングを実行するためには、政府や企業が推進したい

学び直しの方向性と、働く人が希望する学び直しを擦り合わせながら、互いに

足並みを揃えて進めることが必要です。 

 

 

エコノミスト 木村彩月が「学び直し」について分析！ 

 


